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公益社団法人 静岡市シルバー人材センター

しずおか
● 第13回定時総会　● 委員会の紹介　● 事故発生状況
● ゴールド会員制度　● 衛生委員会　● 健康診断
● 適格請求書等保存方式（インボイス制度）の影響と対応
● 職場訪問　● 〔特集〕「清水港１」
● 会員互助会活動報告　● 事務局からのお知らせ
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第
13
回
定
時
総
会

収
支
決
算
の
承
認
・

新
役
員
の
選
任

　

公
益
社
団
法
人
静
岡
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
第
13
回
定
時
総
会
が
６
月

18
日
に
静
岡
労
政
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
に
続
き
、
一
木
理
事
長
か

ら
「
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
『
第
２
次
中
期
計
画
』
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
５
年
度
に
つ

い
て
は
、
５
月
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
の

分
類
が
第
５
類
に
移
行
し
、
事
業
等
に

つ
い
て
は
計
画
ど
お
り
に
実
施
で
き
た

の
で
期
待
を
し
て
い
た
が
、
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
、
特
に
65
歳

ま
で
の
雇
用
確
保
の
義
務
化
、
70
歳
ま

で
の
就
業
確
保
が
努
力
義
務
と
さ
れ
る

大
き
な
制
度
改
正
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

の
入
会
者
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
伸
び

悩
み
、
結
果
的
に
目
標
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
６
年
度
は
『
第

２
次
中
期
計
画
』
の
最
終
年
度
に
な
る

の
で
、
総
仕
上
げ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
目

標
ど
お
り
に
計
画
を
達
成
で
き
る
よ
う

実
施
し
て
い
く
が
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
も
あ

る
の
で
、
引
き
続
き
、
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
長
年
に
わ
た
り
事
業
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
表
彰
状
・
感
謝
状
受
賞

者
98
名
の
会
員
を
代
表
し
て
、
大
橋
克

敏
会
員
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
定
時
総
会
に
入
り
、
議
長

に
一
木
理
事
長
が
選
出
さ
れ
、
出
席
会

員
数
等
資
格
審
査
報
告
（
会
員
数
２
，

５
１
７
名
、
う
ち
出
席
者
、
議
決
権
行

使
数
及
び
委
任
状
の
合
計
１
，
７
７
３

個
）
に
よ
り
定
足
数
を
満
た
し
、
総
会

が
成
立
し
て
い
る
旨
を
議
長
が
宣
言
し

た
後
、
議
事
録
署
名
人
の
指
名
が
行
わ

れ
、続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
決
算（
案
）

に
つ
い
て

　

議
案
説
明
後
、監
査
結
果
に
つ
い
て
、

監
査
人
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

第
２
号
議
案　

理
事
18
名
の
選
任（
案
）

に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

監
事
２
名
の
選
任（
案
）

に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

定
款
の
変
更（
案
）に
つ

い
て

第
５
号
議
案　

ゴ
ー
ル
ド
会
員
会
費
規

程
の
変
更（
案
）に
つ
い
て

　

以
上
５
件
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
、
併
せ
て
４
件
の
報
告
が
事

務
局
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
、
副
理
事
長

及
び
常
務
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
第
15
回
定
時
総
会
終
結
時

ま
で
で
す
。

◆
新
役
員

理
事
長　
　

一
木　

賀
文（

行
政
経
験
者
）

副
理
事
長　

髙
橋　

光
秋（
地
区
班
）

常
務
理
事　

秋
山　
　

健（
行
政
経
験
者
）

理　

事　
　

斉
藤　

康
博

（
静
岡
商
工
会
議
所
理
事
）

　

〃　
　
　

杉
原　

義
人

（
静
岡
市
高
齢
者
福
祉
課
長
）

　

〃　
　
　

望
月　
　

充（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

服
部　

雅
温（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

杉
山
三
千
男（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

齊
藤　

定
明（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

中
嶋　

明
男（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

髙
尾　

完
治（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

片
川　

昌
弘（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

大
村
和
貴
子（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

古
田　
　

治（
職
群
班
）

　

〃　
　
　

川
口　

令
子（
職
群
班
）

　

〃　
　
　

森　

恵
美
子（
女
性
役
員
）

　

〃　
　
　

松
永　

公
子（
女
性
役
員
）

　

〃　
　
　

山
田　

君
代（
女
性
役
員
）

監　

事　
　

藤
岡　
　

進（
会
員
監
事
）

　

〃　
　
　

村
松　

淳
旨（

公
認
会
計
士
）

挨拶する一木理事長

表彰状授与される大橋会員
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委員会の紹介（R 6～ R 7）

Ｒ５スマホ講座の様子

Ｒ５草刈機取扱講習会の様子Ｒ５接遇講習会の様子

就
業
委
員
会

総
務
・
広
報
専
門
委
員
会

管
理
事
業
専
門
委
員
会

技
能
・
軽
作
業
事
業
専
門
委
員
会

 

【所掌事項】
1. 会員の就業の確保及び開拓並びに会員拡

大に係る調査、研究、広報活動に関する
こと

2. 就業条件、就業時間、就業期間、年齢基
準その他就業に関すること

3. 事業所の訪問等による就業開拓活動に関
すること

4.その他目的達成に必要なこと
【委員長】秋山常務理事
【委　員】望月充、服部雅温、杉山三千男、

齊藤定明、中嶋明男、
古田治、松永公子

【所掌事項】
1. センター事業の運営、普及宣伝に関する

こと
2. 会報の編集発行に関すること
3. 会員の入退会に関すること
4. 地区班に関すること
5. 会員の健康と安全に関すること
6. 他の委員会に属さないこと

【委員長】川口令子
【委　員】齊藤定明、大村和貴子、森恵美子、
平岡健一、石原明、長島秀文

【所掌事項】
1. 駐車場及び駐輪場に関すること
2. 管理事業の開拓及び提供に関すること
3. 管理事業に関係する研修及び能力開発に

関すること
4. 管理事業への就業に係る相談等に関する

こと
【委員長】髙尾完治
【委　員】望 月 充、浦 山 哲 三、松 永 博 明、
知識博則、稲益勝廣

【所掌事項】
1. 植木剪定、造園等に関すること
2. 清掃除草等屋内外の軽作業に関すること
3. 高年齢者に適した当該事業の開拓及び提

供に関すること
4. 技能、軽作業等事業の調査見積等に関す

ること
5. 当該事業の研修及び能力開発に関すること
6. 当該事業への就業に係る相談に関すること
7. 独自事業の開発及び運営に関すること

【委員長】髙橋光秋
【委　員】服部雅温、杉山三千男、古田治、
片川昌弘、大石輝代史、望月厚、石山詔士

【事務局】小長谷本部事
務局次長兼西事務所長、
鍋田東事務所副所長、
稲葉本部事務局主査

【事務局】川口西事務所副所長、堀池東事務所
主査、深澤西事務所嘱託員

【事務局】鍋田東事務
所副所長、志賀西事務
所主査、天野東事務所
嘱託員、山﨑西事務所
嘱託員

【事務局】秋山事務局長兼東事務所長、
小長谷本部事務局次長
兼西事務所長、
稲葉本部事務局主査
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委員会の紹介（R 6～ R 7）

事故発生状況一覧表 （令和６年４月～７月末日）

【①傷害事故 就業中】
件数 性別 年齢 発生月日 発生場所 事故の状況 傷害の程度

１ 男 74 4 月 18日(木) 
駿河区
中島

切り落とした枝を束ねていたところ、長い枝が跳ね返り、左目に刺さ
った。作業仲間に伝え、自分で病院へ行き診察を受けた結果、眼球の
傷が深く、入院し手術することになった。

左目創傷

２ 男 69 4 月 24日(水) 
駿河区
栗原

作業仲間と一緒に芝刈機の刃の高さを調整中、誤って刃の部分に触れ
てしまい、上下する刃と機械の間に指を挟み負傷した。

右手中指捻挫

３ 男 68 ６月 21日(金) 
清水区
由比

住宅地内のみかん畑で草刈り作業中、蜂に刺された。 左上腕部蜂刺され

４ 男 69 6 月 27日(木) 
葵区
沓谷

垣根の側面をエンジン式バリカンで刈り込んでいたところ、キックバッ
クを起こし、バリカンの刃が右膝に当たり負傷した。

右膝創傷

【②賠償事故】
件数 性別 年齢 発生月日 発生場所 事故の状況 傷害の程度

１ 男 80 6 月 3 日(月) 
駿河区
西脇

作業現場に車を入れるため、アコーディオン門扉を動かしたところ、
動かす向きを誤り、門扉の一部を破損させた。

対 象：ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉
賠償額：査定中

２ 男 67 6 月 17日(月) 
葵区

黒金町

３ 男 73 ７月 31日(水) 
駿河区
西脇

草刈機（カルマー）を使用して除草作業中、誤って石を飛散させ、隣接
する住宅の軽自動車のリアガラスを破損させた。

対 象：軽自動車ﾘｱｶﾞﾗｽ
賠償額：査定中

Ｒ５手洗い講習会の様子

Ｒ５交通安全教室の様子

【所掌事項】
1. 家事援助等福祉サービス事業に関すること
2. 当該事業の開拓及び提供に関すること
3. 当該事業に関係する研修及び能力開発に

関すること
4. 当該事業に関係する

開発及び運営に
関すること

5. 当該事業への
就業に関係する相談に関すること

【委員長】山田君代
【委　員】森恵美子、松永公子、山田千代、
長島志保、森浦満理子、久保田悦子

【所掌事項】
1. 安全就業及び交通安全の普及に関する事項
2. 各種講習会の実施に関する事項
3. その他安全就業のための必要な事項

【委員長】川口竜矢（安全就業推進員）
【委　員】秋山常務理事、川口令子、髙尾
完治、髙橋光秋、山田君代（以上各委員会
委員長）、鍋田東事務所副所長（安全就業
推進員）

駐車場管理業務中、パーキングの発券機が詰まったため、駐車券を抜
き取り、バーが上がるように機械を操作したが、車が通過中にバーが
下りてしまい、車に傷をつけた。

対　象：普通車ﾎﾞﾃﾞｨ
賠償額：発注先の保険対応

　全国のシルバー人材センターにおいて、毎年、巡回パトロール、安全講習会などの安全対策
を実施しているにもかかわらず同様の事故が発生していることから、今年度限りの措置とし
て、「全国統一スローガン」に「緊急スローガン」を追加し、会員一人ひとりが事故事例を
「他人ごと」ではなく、「自らのこと」として認識し、安全就業の意識を高めましょう。

福
祉
・
家
事
援
助
専
門
委
員
会

安
全
就
業
委
員
会

【事務局】小長谷本部事務局次長兼西事務所長、
堀池東事務所主査、佐藤西事務所主査

【事務局】稲葉本部事務局主査

全国シルバー人材センター事業協会からのお願い‼

全国統一スローガン『安全は　無理せず　焦らず　油断せず』
　　緊急スローガン『大丈夫　その慢心が　命取り』
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会員の区分 会 費 お仕事

ゴールド会員 1,000 円 × 〇 〇 〇

正会員 2,000 円 〇 〇 〇 〇

『ゴールド会員制度』のお知らせ

【ゴールド会員の登録条件】※①、②ともに該当
①正会員歴 1 年以上 （年齢制限なし）
②就業を希望しない会員

【ゴールド会員 できること〇・できないこと×】

ゴールド会員制度とは…

︕注意点︕

【登録方法】

※会員互助会の会費は別途
　年額1,000円かかります

※詳しい手続きの方法は、各事務所にお問い合わせください。

体力の衰え等により『そろそろ退会かな』とお考えの方や
様々な事情で今は就業できないけれど会員として在籍したいとお考えの方が

これからもシルバー人材センターでの活動を通じて
生きがいの充実や仲間づくりを続けていくための制度です

総会、
講習会･研修等

地区班活動
ボランティア活動

会員互助会
入会・活動

（同好会・旅行等）

「ゴールド会員移行届」を提出いただき、理事長の承認後に登録されます。
ゴールド会員移行後、正会員に戻ることを希望される場合は、「正会員移行届」を提出し
ていただきます。　

・年度途中でもゴールド会員に移行できますが、年会費の差額はお返しすること
はできません

・ゴールド会員となった方が正会員に戻り、再びお仕事をご紹介することは可能
ですが、年会費の差額をお支払いいただくことになります

（ ）

5 第78号



静岡県シルバー人材センター連合会　静岡市事務所　衛生委員会
　当センターは、静岡県シルバー人材センター連合会静岡市事務所として、派遣事業を行っています。
令和５年度は341名の会員の皆様が派遣労働者として就業されました。
　衛生委員会は、常時50名以上の労働者を使用する事業所ごとに設置が義務付けられています。委
員会は毎月開催しており、前号（77号）報告後の令和５年度第12回及び令和６年度第４回までの議
題等は下表のとおりです。
　
　第４回委員会で取り上げた「熱中症」について
は、全国シルバー人材センター事業協会の「安全・
適正就業強化月間」事業の一環として、派遣会員
に限らずセンターに携帯電話番号を登録している
会員の皆様全員に、「安全就業」及び「交通事故」
とともに、注意喚起を行いました。
　衛生委員会では今年度も派遣事業の現場訪問を
計画しています。現場訪問では、派遣契約の内容
は守られているか、安全な就業環境であるか等、
派遣会員の皆様の就業状況の確認を行います。
　派遣先によって職場の環境や待遇は違います
が、会員の皆様が安心・安全に働けるよう、当会
報やキャリアアップ研修を通じて今後も情報提供
をしていきます。

■衛生委員会審議事項等

令和５年度
第 12回 令和６年度衛生委員会活動計画
令和６年度
第 1回 令和５年度労災事故発生状況、

年次有給休暇
第 2回 頭痛のタイプと対策
第 3回 タンパク質のあれこれ
第 4回 熱中症、第 1回作業現場訪問、

キャリアアップ研修

衛生委員会では、毎月の派遣事業実績の報告、
長時間就業のほか、下記の議題等について意見
交換をしました。

年に一度は受けましょう
健康診断は、ご自身の健康状態を確認し、からだの異常を早期に発見できるチャンス
です。特に、生活習慣病などの病気は、発症初期や予備軍の段階ではほとんど自覚症状がありま
せん。そのため、毎年の健康診断の数値を比較し、からだの変化を読み取ることが大切です。

　検査結果を見る時は、異常値の有無を確認するだけでなく、各検査で何がわかるのかを理解す
ることも大切です。高血圧症や糖尿病などの生活習慣病は、食事や運動、喫煙、飲酒などのライ
フスタイルが大きな影響を及ぼしています。

※健康診断は、受けて終わりではなく、その結果を生活改善
に取り組む際のヒントとして活用しましょう！

医師等による問診の際は、からだの不調や気になる
症状があれば相談してみましょう

6シルバーしずおか



適格請求書等保存方式（インボイス制度）の影響と対応について

【イメージ図】※配分金 11,000円の場合（事務費は省略しています。）

適格請求書の発行 適格請求書の発行

（内消費税1,000円）（内消費税1,000円）

会員に代わり納税
配分金の消費税 1,000円

消費税
1,000円

申告・納税義務

免除

※この消費税額は、令和 年 月の経過措置終了後の額

会員の皆様への配分金（派遣事業の賃金を除く）には、発注者から預かった消費税が含まれています。こ

の消費税については、本来であれば申告・納税する必要がありますが、消費税を含む年間売上高が１千万円

以下の事業者については、「免税事業者」として認められており、ほとんどの会員の皆様が該当することか

ら、申告・納税義務が免除されています。

こうした中、令和５年１０月からのインボイス制度の施行に伴い、免税事業者で適格請求書（インボイス）

を発行できない会員の皆様と取引関係にある当センターは、配分金に含まれる消費税を新たに負担するこ

とが必要となりました。

当センターでは、この新たな消費税負担額（表１）については会員の皆様に求めることなく対応する予定

（表２）です。同制度への対応については、今後も、当会報やセンターホームページ等で、随時お知らせさ

せていただきます。

※以下、適格請求書等保存方式をいわゆる「インボイス制度」と言い換えています。

対応状況及び予定（表２）

単位：千円

年 度
会員配分金に係る

新たな消費税負担額

経過措置による

軽減割合

令和５年度 7,508 (10～3月)8割

令和６年度 15,438 8割

令和 7年度 15,438 8割

令和 8年度 26,761
(4～9月)8割

(10～3月)5割

令和 9年度 38,595 5割

令和 10年度 38,595 5割

令和 11年度 57,468
(4～9月)5割

(10～3月)なし

令和 12年度 77,190 なし

※令和５年度は決算額、令和６年度は予算額、令和７年度

以降は令和６年度予算額をベースとした見込額。

※インボイス制度の施行に係る経過措置の仕入税額控除額

の軽減割合は、令和５年１０月施行後、段階的に縮小。

会員配分金に係る新たな消費税負担額（表１）

（
免
税
事
業
者
）

会
　
員

　インボイス制度の施行に伴う会員配分金に係る

新たな消費税負担額への各年度の対応状況及び予

定は次のとおりです。

・令和５年度の新たな消費税負担額は、会員の皆

様に負担を求めることなく、センターの過年度

分の剰余金を充当し、対応しました。

・令和６年度においても、令和５年度と同様に、会

員の皆様に負担を求めることなく、センターの

過年度分の剰余金を充当し、対応する予定です。

なお、令和６年１１月からはフリーランスとし

て働く者（シルバーの会員を含む）の保護を目的

とした「特定受託事業者に係る取引の適正化等

に関する法律（フリーランス新法）」の施行に伴

い、厚生労働省が進める、発注者と会員が直接契

約を締結する新たな契約方法へ移行することに

より、消費税の納税義務がセンターから発注者

に変更となり、会員配分金に係るセンターの負

担もなくなるため、現在、新たな契約方法への

移行に向けて準備を進めているところです。
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冨
春
山
萬
象
寺

ふ

し
ゅ
ん

ざ
ん

ま
ん

ぞ
う

じ

職職
場場
訪訪
問問

　

清
水
区
駒
越
西
に
在
り
ま
す
臨
済
宗

妙
心
寺
派
寺
院
萬
象
寺
の
草
刈
り
作
業

の
現
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
遠
く
に

富
士
山
、
近
く
に
駿
河
湾
が
奇
麗
に
見

え
ま
し
た
。

　

若わ
か

色い
ろ

住
職
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ご
住
職
は
と
て
も
柔
和
な
方
で
、
京
都

出
身
の
先
代
ご
住
職
の
お
庭
造
り
、
清

掃
の
お
心
を
受
け
継
が
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
伺
い
、
お
庭
だ
け
で
な
く
、

お
墓
周
り
も
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い

る
こ
と
を
拝
見
し
、
檀
家
の
皆
様
も
気

持
ち
よ
く
お
参
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
と
の
お
付
き
合
い
は
先
代

ご
住
職
の
頃
か
ら
30
年
近
く
に
な
る
そ

う
で
、
仕
事
は
丁
寧
で
手
早
く
申
し
分

な
い
と
褒
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

取
材
当
日
は
６
月
に
し
て
は
真
夏
を

思
わ
せ
る
暑
い
日
で
、
服
部
リ
ー
ダ
ー

の
下
、６
人
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

少
し
動
け
ば
流
れ
る
汗
、
気
を
抜
け
ば

ケ
ガ
、
飛
び
石
等
に
よ
る
事
故
、
気
の

抜
け
な
い
作
業
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
平

均
年
齢
は
75
歳
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
服
部

会
員
を
は
じ
め
、
今
年
入
会
の
新
人
か

ら
11
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
黙
々
と

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

服
部
リ
ー
ダ
ー
に
話
を
聞
き
ま
し

た
。「
一
番
気
を
遣
っ
て
い
る
の
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
天
候
に
左
右
さ

れ
る
外
仕
事
な
の
で
、
当
日
の
作
業
の

有
無
等
を
仲
間
に
必
ず
連
絡
し
、
お
客

様
と
も
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
優

先
事
項
を
見
極
め
る
こ
と
が
重
要
。
ま

た
、
作
業
中
は
仲
間
の
体
調
、
気
温
、

作
業
の
進
み
具
合
を
見
な
が
ら
、休
憩
、

水
分
補
給
を
心
掛
け
て
い
る
」と
、リ
ー

ダ
ー
の
気
概
を
感
じ
ま
し
た
。

　

仲
間
の
皆
さ
ん
は
、
休
憩
に
な
る
と

作
業
中
の
真
剣
さ
と
は
違
い
、
和
や
か

な
良
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
話
を

聞
い
た
杉
山
会
員
と
長
谷
川
会
員
は
、

最
初
か
ら
植
木
剪
定
や
除
草
作
業
を
希

望
さ
れ
て
お
り
、
入
会
後
す
ぐ
に
就
業

開
始
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
を
代
表
す
る
仕
事
の
作
業

を
間
近
に
見
せ
て
い
た
だ
き
、
作
業
の

大
変
さ
を
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
お

客
様
か
ら
の
感
謝
の
声
を
服
部
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
は
何
よ
り
も
励
み
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。暑
い
中
、

作
業
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
改
め
て

敬
意
を
抱
く
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
委
員　

川
口
令
子
・
富
士
俊
明

萬象寺からの眺め

上段左から鈴木（宏）会員、長谷川会員、
下段左から服部会員、杉山会員、鈴木（覚）会員、松下会員

飛び石対策用ネット

作業中の様子

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
植
木
剪
定
や
除

草
・
草
刈
り
作
業
の
会
員
が
慢
性
的

に
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
作
業
に
興
味
の
あ
る
会
員
の

皆
様
向
け
に
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事

務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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湊
か
ら
港
へ
の
成
り
立
ち
と

港
湾
修
築
事
業
の
成
果

特特
集集
清清
水水
港港
11

清水港線巴川河口にかかる
可動橋（昭和55年）廃線昭和59年

豪華客船ダイヤモンド・プリンセス号の出航

日の出岸壁の荷役作業
前方に米巡洋艦トレドが入港（昭和31年）

日の出埠頭からコンテナ基地の
ガントリークレーンが見える

　

弓
型
に
連
な
る
日
本
列
島
の
中
央

部
、
太
平
洋
に
面
し
て
静
岡
県
が
位
置

し
て
い
る
。
そ
の
駿
河
湾
内
に
清
水
港

が
あ
り
、
湾
内
の
突
き
出
た
三
保
半
島

が
天
然
の
防
波
堤
と
な
っ
て
波
風
を
防

ぎ
、
使
い
易
い
港
と
し
て
古
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
る
。

　

何
百
万
年
前
は
、
今
の
静
岡
平
野
や

日
本
平
な
ど
は
海
底
に
あ
り
、
形
す
ら

無
か
っ
た
。
氷
河
時
代（
何
十
万
年
前
）

を
迎
え
る
頃
か
ら
海
底
が
隆
起
現
象
を

繰
り
返
し
、
陸
地
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

後
約
６
千
万
年
前
に
は
日
本
列
島
の
原

型
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

み
な
と
の
始
ま
り

　

太
古
の
狩
猟
、
採
集
生
活
後
の
農
耕

を
主
と
し
た

生
活
は
、
海

や
川
と
の
関

わ
り
も
多
く

あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
居
住

近
辺
で
大
き

な
貝
塚
や
魚

骨
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時

代
の
舟
は
小
さ
い
が
、
川
岸
な
ど
で
の

使
用
に
は
十
分
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

平
安
以
降
、
戦
国
時
代
に
か
け
、
各

地
に
水
軍
が
組
織
さ
れ
る
な
ど
海
上
交

通
の
重
要
性
が
増
し
、
全
国
各
地
の
航

路
と
港
湾
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
格
的
に
こ
の
地
が
港
と
し
て
形
態

を
整
え
始
め
た
の
は
、
今
川
氏
が
駿
府

の
守
護
職
と
な
り
、
駿
府
城
と
の
出
先

と
し
て
役
屋
敷
を
設
置
し
港
の
重
要
性

が
見
据
え
ら
れ
た
頃
で
あ
る
。
諸
国
の

廻
船
も
多
く
入
港
し
、
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
戦
国
時
代

の
武
田
氏
、
徳
川
氏
と
も
に
こ
の
清
水

港
の
戦
略
的
、
経
済
的
立
場
を
重
要
視

し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
清
水
港

の
発
展
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
８
９
１
（
明
治
24
年
）
地
元
有
志

に
よ
り
清
水
港
の
重
要
性
を
国
会
へ
請

願
、
さ
ら
に
政
府
へ
強
く
働
き
か
け

１
８
９
６
（
明
治
29
年
）「
開
港
外
貿

易
港
」
と
な
る
。
１
８
９
９
（
明
治
32

年
）
に
は
、念
願
の
開
港
場
に
昇
格
し
、

自
国
船
、
外
国
船
の
区
別
な
く
出
入
港

し
、
外
国
と
直
接
貿
易
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

港
湾
修
築
事
業

　

天
然
の
良
港
も
港
湾
設
備
が
不
充
分

で
は
多
種
多
様
な
荷
物
に
対
応
で
き
な

い
た
め
、
港
の
近
代
化
に
向
け
修
築
工

事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

第
一
次
修
築
事
業
は
、
１
９
０
８
～

１
９
１
４（
明
治
41
年
～
大
正
３
年
）第

二
種
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
海
底
の
土
を
掘
っ
て
深

く
し
、大
型
船
の
入
港
を
容
易
に
す
る
。

海
底
を
掘
っ
た
土
砂
は
江
尻
沿
い
の
埋

め
立
て
に
利
用
し
、
埋
め
立
て
地
は
工

場
誘
致
を
行
い
先
進
工
業
の
先
駆
け
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
二
次
修
築
事
業
は
、
１
９
２
１
～

１
９
３
８
（
大
正
10
年
～
昭
和
13
年
）

当
時
の
船
へ
の
荷
役
作
業
は
沖
積
み
と

い
っ
て
、
港
内
用
の
艀は

し
け

（
ダ
ル
マ
船
）

で
約
１
８
０
ト
ン
の
荷
物
の
積
み
下
ろ

し
を
沖
に
停
泊
す
る
本
船
と
を
往
復
し

行
わ
れ
て
い
た
が
、
大
量
の
荷
物
や
天

候
に
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
港
湾
の

発
展
に
は
、
大
型
船
が
横
付
け
で
き
る

岸
壁
が
必
要
で
あ
り
、
日
の
出
埠
頭
が

築
造
さ
れ
た
。
同
時
に
荷
物
を
保
管
す

る
上
屋
や
道
路
網
の
整
備
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が

主
流
と
な
り
、
岸
壁
の
増
設
、
ガ
ン
ト

リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

港
と
し
て
荷
物
の
輸
送
だ
け
で
は
な

く
、
清
水
港
～
土
肥
港
間
の
駿
河
湾

フ
ェ
リ
ー
の
就
航
、
大
型
豪
華
客
船
の

寄
港
な
ど
港
に
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
る
。

　

次
号
は
、「
清
水
港
の
輸
出
入
品
と

地
元
産
業
の
変
遷
」
に
つ
い
て
予
定
。

編
集
委
員　

青
柳
清
治

参
考
資
料
「
フ
ェ
ル
ケ
ー
ル
博
物
館
」
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会
員
互
助
会
活
動
報
告

同
好
会
活
動
紹
介

第
27
回
定
期
総
会

　

定
時
総
会
後
、
会
員
互
助
会
第
27
回

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
村
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
議
長
に

川
村
会
長
が
選
出
さ
れ
、
出
席
会
員
数

等
資
格
審
査
報
告
（
８
４
８
名
、
う
ち

出
席
者
、
表
決
書
及
び
委
任
状
の
合
計

６
６
２
個
）に
よ
り
定
足
数
を
満
た
し
、

総
会
が
成
立
し
て
い
る
旨
を
議
長
が
宣

言
し
た
後
、議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

以
上
６
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
期
総
会
終
了
後
に
役
員
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
等
が
決
定
し
ま
し

た
。
任
期
は
、
令
和
８
年
６
月
末
日
で

す
。

◆
新
役
員
名

会　

長　
　

川
村　

春
美
（
葵　

区
）

副
会
長　
　

山
田　

君
代
（
清
水
区
）

会　

計　
　

石
上
ま
り
子
（
葵　

区
）

幹　

事　
　

中
上　
　

清
（
駿
河
区
）

　

〃　
　
　

中
村　

正
義
（
駿
河
区
）

　

〃　
　
　

後
藤　
　

繁
（
清
水
区
）

　

〃　
　
　

安
倍　

章
代
（
清
水
区
）

会
計
監
事　

前
島　

照
夫
（
駿
河
区
）

　

〃　
　
　

竹
中　
　

寛
（
清
水
区
）

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
会
員
互
助

会
事
業
報
告
（
案
）
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

令
和
５
年
度
会
員
互
助

会
収
支
決
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

こ
の
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ

た
会
員
互
助
会
会
則
の
変
更
は
、

「
公
益
法
人
認
定
法
上
、
会
員
互

助
会
へ
の
加
入
は
セ
ン
タ
ー
会
員

個
々
の
自
由
意
思
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
と
の
原
則
に
立
ち
返
っ
た

会
員
互
助
会
の
任
意
加
入
制
度
へ

の
移
行
及
び
公
益
法
人
認
定
法

上
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
会
員
相

互
の
利
益
の
追
求
を
主
と
す
る
会

員
互
助
会
活
動
に
は
、
財
政
等
の

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ

る
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
総

会
を
廃
止
し
そ
の
権
能
を
役
員
会

に
下
ろ
す
こ
と
に
よ
り
、
意
思
決

定
の
迅
速
化
と
と
も
に
、
事
務
経

費
等
を
削
減
し
、
財
政
状
況
等
の

改
善
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
則
変
更
に
よ
る
成
果
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
員
会
の
開

催
状
況
な
ど
、
会
員
互
助
会
の
活

動
報
告
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
会
報

誌「
シ
ル
バ
ー
し
ず
お
か
」の
ペ
ー

ジ
を
借
り
上
げ
、
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第
３
号
議
案　

令
和
６
年
度
会
員
互
助

会
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

令
和
６
年
度
会
員
互
助

会
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

役
員
（
幹
事
・
会
計
監

事
）
の
選
任
（
案
）
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

会
員
互
助
会
会
則
の
変

更
（
案
）
に
つ
い
て

定期総会の様子

　

議
案
説
明
後
、
監
査
結
果
に
つ
い
て

会
計
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
員
互
助
会
で
は
、
互
助
会
会
員
の

生
き
が
い
や
、
就
業
意
欲
を
高
め
る
な

ど
、
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
活
動
の
原
動

力
を
養
う
た
め
に
結
成
さ
れ
た
趣
味
、

教
養
向
上
等
の
活
動
に
対
し
て
、
助
成

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

同
好
会
に
参
加
希
望
の
方
は
、
ま
ず

は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。■

親
墨
会
（
書
道
同
好
会
）

代
表
者
：
安
倍
会
員

活
動
日
：
毎
月
１
回

活
動
場
所
：
東
事
務
所
大
会
議
室

活
動
内
容
：
賞
状
、
宛
名
書
き
等
の

勉
強
会

■
静
岡
市
Ｓ
Ｃ
カ
ラ
オ
ケ

代
表
者
：
中
上
会
員

活
動
日
：
毎
月
第
４
土
曜
日

活
動
場
所
：
静
岡
市
葵
区
喫
茶
カ
ン

活
動
内
容
：
カ
ラ
オ
ケ
親
睦

■
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

代
表
者
：
源
平
会
員

活
動
日
：
奇
数
月
第
４
月
曜
日

活
動
場
所
：
富
士
見
ヶ
丘
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部

活
動
内
容
：
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

10シルバーしずおか



【日程・定員】 ①週末 令和６年１１月１６日（土） 定員４０名
②平日 令和６年１１月１９日（火） 定員４０名

＜集合時刻＞ ＪＲ静岡駅南口 スルガ銀行前 午前７時１５分
ＪＲ清水駅東口 ロータリー 午前８時００分

＜到着時刻＞ ＪＲ清水駅東口 ロータリー 午後５時４０分
ＪＲ静岡駅南口 スルガ銀行前 午後６時１０分
※到着時刻は交通事情により前後する場合があります。

【参加負担金】 ①②ともに一人８，０００円（一人当たりの旅行経費１０，７５４円）
※おつりの無いよう、ご用意ください。

【受 付 日 時】 １０月８日（火）・９日（水）午前９時から午後３時まで

※定員になり次第、締め切り

【受 付 場 所】 東事務所または西事務所
※所定の用紙に必要事項を記入し、参加負担金を添えて、お申込みください。

【注 意 事 項】 ・電話での仮予約は行いません。
・参加負担金の支払いをもって、申込み完了です。
・申込みの際は、来所前に空き状況を各事務所に確認してください。
・貸切バスの座席は申込み順です。
相席をご希望の方と一緒に申込みをしてください。

差額の２，７５４円は

互助会で補助します

豊洲千客万来・豊洲市場

浅草寺（浅草観音）

会員互助会では、コロナ禍により自粛していた活動を再開しています。

現在、会員互助会会員でないセンター会員の皆様の加入をお待ちしています。

会員互助会  日帰り親睦旅行 参加者募集！

　互助会会員であれば、どなたでもご参加いただけます。新たな出会いの場として、

また、就業先のお仲間等の懇談の場として、ぜひご参加ください。この機会での入会もＯＫです！

会長 副会長

■
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

代
表
者
：
棟
髙
会
員

活
動
日
：
毎
月
１
回

活
動
場
所
：
静
岡
市
葵
区　

池
の
森

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

活
動
内
容
：
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加

■
健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ

代
表
者
：
中
村
会
員

活
動
日
：
毎
月
第
３
水
曜
日

活
動
場
所
：
静
岡
市
駿
河
区
あ
の
字

活
動
内
容
：
麻
雀
親
睦

■
小
さ
な
旅

代
表
者
：
前
島
会
員

活
動
日
：
不
定
期

活
動
場
所
：
静
岡
市
内
外
各
所

活
動
内
容
：
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
日
帰
り
旅
行

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

代
表
者
：
前
田
会
員

活
動
日
：
毎
月
第
２
、４
月
曜
日

活
動
場
所
：
静
岡
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
室

活
動
内
容
：
患
者
さ
ん
に
使
用
す
る
布	

（
ウ
エ
ス
）を
切
る
作
業

※
清
水
区
Ｓ
Ｃ
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
、

活
動
休
止
中
で
す
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事
務
局
か
ら
の

　
　

 

お
知
ら
せ

10
月
は「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発

促
進
月
間
」で
す
。

お送りした資料（令和６年２月）

◆
退　

職（
令
和
６
年
５
月
31
日
付
）

西
事
務
所

　

嘱
託
員	

岸
本　

篤
始

◆
採　

用（
令
和
６
年
６
月
１
日
付
）

西
事
務
所

　

嘱
託
員	

深
澤　

直
己

◆
退　

職（
令
和
６
年
６
月
30
日
付
）

本
部
事
務
局

　

非
常
勤
嘱
託
員	

古
川　

由
夏

◆
採　

用（
令
和
６
年
７
月
１
日
付
）

本
部
事
務
局

　

非
常
勤
嘱
託
員	

荒あ
ら

原は
ら

摩
利
子

人
事
異
動

〈
東
事
務
所
手
芸
班
〉

■
浜
田
交
流
館
ま
つ
り

日
程
：
11
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

会
場
：
浜
田
生
涯
学
習
交
流
館

■
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

主
催
：
Ｊ
Ａ
し
み
ず

日
程
：
11
月
17
日（
日
）

会
場
：
清
水
マ
リ
ン
パ
ー
ク

■
福
祉
の
ま
つ
り

主
催
：
静
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

日
程
：
11
月
24
日（
日
）

会
場
：
清
水
マ
リ
ン
パ
ー
ク

〈
西
事
務
所
手
芸
班
〉

■
あ
ざ
れ
あ
メ
ッ
セ

日
程
：
10
月
26
日（
土
）

会
場
：
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
あ
ざ
れ
あ
」

■
西
部
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

日
程
：
10
月
27
日（
日
）

会
場
：
西
部
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

手
芸
班
が
参
加
予
定
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

手
芸
班
イ
ベ
ン
ト
参
加
予
定

　

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ	

ｔ
ｏ　

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」
で
は
、
就
業
情

報
の
閲
覧
や
申
し
込
み
が
で
き
る
ほ

か
、
今
後
、
就
業
内
容
の
書
類
を
皆
様

が
必
要
な
時
に
、
い
つ
で
も
確
認
で
き

る
機
能
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
様
の
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
、
機
能
の
拡
充
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、未
登
録
の
会
員
の
皆
様
に
は
、

令
和
６
年
２
月
に
実
施
し
た
会
員
状
況

調
査
に
次
の
資
料
を
同
封
し
て
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
ご
登

録
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
『
就
業
報
告
書
』
は
作
業
終
了
後

速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

配
分
金
の
振
込
先
口
座
の
変
更

は
、
お
近
く
の
事
務
所
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
電
話
で
の
変
更
は

受
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
の
皆
様
へ
の
配
分
金
（
派
遣
事
業

の
賃
金
を
除
く
）
に
は
、
発
注
者
か
ら
預

か
っ
た
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
本
来
で
あ
れ
ば

申
告
・
納
税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

消
費
税
を
含
む
年
間
売
上
高
が
１
千
万
円

以
下
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、「
免
税
事

業
者
」
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ほ
と

ん
ど
の
会
員
の
皆
様
が
該
当
す
る
こ
と
か

ら
、
申
告
・
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
の

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）
の
施
行
に
伴
い
、
免
税
事
業
者
で

適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
を
発
行
で

き
な
い
会
員
の
皆
様
と
取
引
関
係
に
あ
る

当
セ
ン
タ
ー
は
、
配
分
金
に
含
ま
れ
る
消

費
税
を
新
た
に
負
担
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
新
た
な
消
費

税
負
担
額
に
つ
い
て
は
会
員
の
皆
様
に
求

め
る
こ
と
な
く
対
応
す
る
予
定
で
す
（
令

和
５
年
度
分
は
対
応
し
ま
し
た
。）。
同
制

度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、
当

会
報
や
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、

随
時
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
関
連
記
事
７
頁
）

配
分
金
支
払
日
の
お
知
ら
せ

就
業
月

配
分
金
支
払
日

令
和
６
年
10
月
分

11
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
11
月
分

12
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
12
月
分

１
月
17
日（
金
）

令
和
７
年
1
月
分

２
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
2
月
分

３
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
3
月
分

４
月
15
日（
火
）

「
Ｓス

マ

イ

ル

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｔト

ゥｏ 

Ｓス

マ

イ

ル

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」 

に
ご
登
録
く
だ
さ
い

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
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